
国
民
皆
保
険
制
度
の
下
で
は
、
誰

も
が
何
ら
か
の
公
的
医
療
保
険
制
度

に
加
入
し
ま
す
。
会
社
員
や
公
務
員

の
家
庭
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
、
親

の
勤
務
先
が
加
入
す
る
健
康
保
険
の

被
扶
養
者
に
、
自
営
業
者
の
家
庭
に

生
ま
れ
た
子
ど
も
は
、
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
と
な
っ
て
、
こ
の
社

会
保
障
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
生
ま
れ
た
と
き
か

ら
生
涯
を
通
じ
て
加
入
す
る
公
的
医

療
保
険
で
は
、
ど
の
制
度
に
加
入
し

て
い
て
も
治
療
費
の
３
割(

義
務
教

育
就
学
前
は
２
割
、
70
歳
以
上
で
は

所
得
に
応
じ
て
１
割
か
ら
３
割)

の

一
部
負
担
金
を
窓
口
で
支
払
う
こ
と

に
よ
り
、
全
国
ど
こ
の
医
療
機
関
で

も
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
部
負
担
金
を
除
い
た
残
り
の
医

療
費(
法
定
給
付)

は
、
保
険
者
か
ら

医
療
機
関
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
場
合
に
は
、
沼

田
市
か
ら
群
馬
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会(

国
保
連)

を
通
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
に
支
払
わ
れ
ま

す
が
、
そ
の
内
容
は
、
左
の
ペ
ー
ジ

に
示
し
た
主
な
給
付
の
う
ち
、
療
養

の
給
付
と
入
院
時
食
事
療
養
費
と
な

り
ま
す
。

医
療
費
の
全
額
を
自
分
で
立
て
替

え
た
場
合
に
は
、
後
日
、
領
収
書
を

添
え
て
市
に
請
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
部
負
担
金
を
除
く
法
定
給
付
相
当

額
が
戻
っ
て
く
る
仕
組
み
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

①
医
師
の
指
示
に
よ
っ
て
治
療
用
の

補
装
具
を
製
作
し
た
と
き

②
国
外
の
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け

た
と
き

③
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ

っ
て
医
療
費
の
全
額
を
負
担
し
た

と
き

請
求
に
は
２
年
間
の
期
間
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

近
年
で
は
１
カ
月
の
医
療
費
が
百

万
円
を
超
え
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
一
部

負
担
金
の
額
も
高
額
と
な
っ
て
し
ま
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い
ま
す
が
、
安
心
し
て
治
療
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
高
額
療
養
費
制
度
に

よ
っ
て
１
カ
月
当
た
り
の
自
己
負
担

の
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
っ
た
ん
窓
口
で
３
割
を
支
払
っ

て
も
、
後
日
手
続
き
を
す
る
こ
と
で

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
部
分
の

金
額
が
戻
っ
て
く
る
仕
組
み
で
、
該

当
す
る
世
帯
に
は
市
か
ら
通
知
を
差

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
制
度
で
は
、
直

近
の
12
カ
月
間
で
高
額
療
養
費
に
３

回
以
上
該
当
し
た
場
合
は
、
４
回
目

か
ら
限
度
額
が
下
が
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
が
高
額
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
な
ど
は
、
あ

ら
か
じ
め
市
か
ら
限
度
額
適
用
認
定

証
の
交
付
を
受
け
、
医
療
機
関
の
窓

口
に
提
示
し
て
お
く
と
、
上
限
を
超

え
て
請
求
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
入
院
や
手
術
に
限
ら
ず
外
来
で

の
治
療
も
上
限
額
で
済
み
ま
す
。

複
数
の
医
療
機
関
の
医
療
費
や
同

一
世
帯
で
同
じ
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
の
医
療
費
を
合
計
し
て
、

高
額
療
養
費
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
８
月
か
ら
１
年
間
の

医
療
費
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額

を
合
計
し
、
基
準
額
を
超
え
た
場
合

に
は
、
そ
の
超
え
た
額
が
支
給
さ
れ

る
高
額
医
療
･
高
額
介
護
合
算
療
養

費
制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
産
は
病
気
で
は
な
い
と
の
考
え

か
ら
、
療
養
の
給
付
の
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
が
、
出
産
育
児
一
時
金
42

万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

被
保
険
者
と
分
娩
機
関
が
契
約
を

す
る
こ
と
で
、
多
額
の
出
産
費
用
を

一
時
的
に
用
意
し
な
く
て
も
、
国
保

か
ら
分
娩
機
関
に
直
接
出
産
費
用
を

支
払
う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

帝
王
切
開
な
ど
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
は
、
療
養
の
給
付
も
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
、ご
安
心
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に

は
、
葬
儀
を
行
っ
た
人
に
５
万
円
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
葬
儀
を
行
っ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
書
類
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
で

け
が
を
負
っ
た
場
合
の
治
療
費
は
、

相
手
側
が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で

す
。
事
情
に
応
じ
て
、
国
保
が
一
時

的
に
立
て
替
え
て
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
の
で
、
ま
ず
は
国

保
の
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

公
的
医
療
保
険

世
帯
合
算
と
介
護
合
算

出
産
育
児
一
時
金

葬
　
祭
　
費

交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き

医
療
費
の
支
給

全
額
を
負
担
し
た
と
き

医
療
費
が

高
額
に
な
っ
た
と
き

子
ど
も
や
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
を

対
象
と
す
る
福
祉
医
療
の
ほ
か
に
も
、

公
費
で
医
療
費
を
助
成
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

養
育
医
療

体
の
発
達
が
十
分
で
な

い
状
態
で
生
ま
れ
た
乳
児
の
入
院

治
療
に
必
要
な
費
用
を
助
成

更
生
医
療

身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
18
歳
以
上
の
人

が
、
機
能
を
回
復
す
る
た
め
の
所

定
の
医
療
を
受
け
る
費
用
を
助
成

育
成
医
療

身
体
に
障
が
い
の
あ
る

18
歳
未
満
の
児
童
が
、
生
活
に
必

要
な
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

医
療
を
受
け
る
費
用
を
助
成

特
定
医
療
費(

指
定
難
病)

制
度

治

療
法
が
未
確
立
で
長
期
の
療
養
を

必
要
と
す
る
指
定
難
病
の
患
者
の

医
療
費
を
助
成

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
助
成

長
期
に
わ
た
っ
て
療
育
が
必
要
な

慢
性
特
定
疾
病
の
子
ど
も(

18
歳

未
満)

の
医
療
費
を
助
成

実
施
主
体
や
窓
口
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
ま
す
が
、
不
明
な
点
は
お
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ご
相
談
く
だ
さ
い

国
や
地
方
自
治
体
の
公
費
負
担
医
療
制
度

シ
リ
ー
ズ
国
保
⑦

安
心
を
支
え
る
公
的
医
療
保
険
の
仕
組
み

知
っ
て
お
き
た
い

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
給
付

誰
も
が
願
う
健
康
。
普
段
か
ら
体
力
づ
く
り
や
予
防
を
心
掛
け
て
い

て
も
、
不
意
に
訪
れ
る
病
気
や
け
が
を
完
全
に
避
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
公
的
医
療
保
険
は
、
そ
ん
な
万
一
の
事
態
に
備
え
私
た
ち
の
生

活
を
支
え
る
仕
組
み
で
す
。
健
康
な
人
に
も
関
係
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
制

度
を
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

医
療
保
険
制
度
に
は
共
通
の
項
目
が
数
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
他
の

公
的
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
も
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
保
年
金
係
1

内
線
３
１
３
６

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
口

座
振
替
納
付
を
利
用
す
る
と
保
険
料

が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、

金
融
機
関
な
ど
に
出
向
く
手
間
が
省

け
る
上
、
納
め
忘
れ
も
な
く
便
利
で

す
。口

座
振
替
に
は
、
当
月
末
に
振
替

納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
月
々
50
円

割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
現
金
納
付

よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
カ
月
前
納
、

１
年
前
納
、
２
年
前
納
も
あ
り
大
変

お
得
で
す
。

※
６
カ
月
前
納(

４
月
分
〜
９
月
分)

や
１
年
前
納
、
２
年
前
納
の
申
込

期
限
は
、
２
月
末
に
な
り
ま
す

※
通
常
の
口
座
振
替
は
翌
月
末
の
振

替
に
な
り
ま
す

※
通
常
の
口
座
振
替
と
早
割
は
、
い

つ
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ

渋
川
年
金
事
務
所
国

民
年
金
課
1

０
２
７
９
　
１
６
０

７
へ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す
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公的医療保険制度

職域

組合管掌健康保険
大企業の従業員と
その被扶養者

健康保険組合

全国健康保険協
会

共済組合

市区町村(4月か
ら都道府県も)

後期高齢者医療
広域連合

中小企業の従業員
とその被扶養者

公務員とその被扶
養者

職域保険に加入し
ない75歳未満の人

75歳以上の人

協会管掌健康保険
（協会けんぽ）

共済組合

国民健康保険

後期高齢者医療制度

地域

対象となる人 保険者国保の主な給付

※③～⑥の請求手続きには、２年間の制限がありますので
ご注意ください

区　分

非課税

市民税 所得(基礎控除後) ３回目まで ４回目以降

140,100円

93,000円

44,400円

24,600円

252,600円＋
(総医療費－842,000円)×１％

167,400円＋
(総医療費－558,000円)×１％

80,100円＋
(総医療費－267,000円)×１％

57,600円

35,400円

901万円超

600万円超

210万円超

210万円以下

課税

１カ月の自己負担限度額
区　分

外来

57,600円

8,000円

8,000円

14,000円
（年間限度額：144,000円）

80,100円
(総医療費－267,000円)×１％

24,600円

15,000円

57,600円

44,400円

24,600円

15,000円

外来＋入院

３回目まで ４回目以降

１カ月の自己負担限度額

市民税

課税

現役並み
所得者

一般

非課税

ぶ
ん
べ
ん

ぶ
ん
べ
ん

給付の種類 給付の内容

診療、処置・手術などの治療、薬剤

または治療材料の支給、入院、看護、

在宅療養の管理など

①療養の給付

1食に付き360円(4月から460円、所

得・入院期間などで異なる)の自己負

担を除く食事代

②入院時食事

療養費

1年間の医療費と介護保険の自己負担

額の合計が基準額を超えた場合、超

過分を支給

④高額医療・高額

介護合算療養費

被保険者が出産したとき(双子など多

胎妊娠ではその人数分、妊娠85日以

上の死産・流産も支給)

⑤出産育児一時金

被保険者が死亡したとき⑥葬祭費

1カ月の自己負担が限度額を超えた場

合、申請により超過分を還付

③高額療養費

所得

○70歳以上の自己負担限度額○70歳未満の自己負担限度額


